





























高年齢化しています．これが 2000 年以降の 35 歳以
上の分娩数を示しています．分娩数はだいたい 110
万件から 100 万件に徐々に減少していますが，35
歳以上の分娩について言えば，2000 年は 14 万人し

































日本では 1968 年以降，40 年以上の歴史のある検査
です．検査に伴うリスクとしては，検査後に，300

































































































と，1個の細胞が壊れた時に 1.5 倍の 3 本の染色体
に由来する断片が母体血中に流れ出ることになりま
す．正常な児を妊娠したお母さんの 21 番染色体の






















































































































































































　10 週に受けて 11 週で結果が出て，その時期だと
絨毛検査をやって，1～ 2週間で結果が出てきます．
そのあとは，妊娠を継続するか，中断するかを判断
することになりますが，21 週までが中絶可能な時
期になります．
◯質問　そこでまたカウンセリングを．
◯関沢　そうですね，そこでのカウンセリングが非
常に大事になってきます．
◯質問　じゃあ，比較的早い時期にもう？
◯関沢　そうですね．
◯質問　高齢者って，妊娠した方にはお勧めすると
いう？
◯関沢　基本的に検査があることについては伝える
という考え方です．
◯質問　お勧めするなということですか．
◯関沢　自主的な希望に基づいて，その意思をカウ
ンセリングで確認した上で，検査を行うことになっ
ています．現状は臨床研究として行っていますの
で，勧めることはないです．
◯質問　積極的に…．
◯関沢　ただ，特色としては，圧倒的に早い時期か
らできるし，従来のものに比べ，精度は高いです．
◯質問　はい，ありがとうございます．なんか，
1,000 ドルゲノムっていうのも随分進んで，ゲノム
解析が進んでいるから，そういったことも…．
◯関沢　そうですね．そういう技術とリンクして，
胎児の全ゲノムの解析も母体血でできる時代になる
と思われます．
◯質問　でも，勧められないっていうのは，なんか
歯痒い，こういう言い方したら，あ，ごめんなさ
い，個人的な感想で．
◯関沢　社会にはいろいろな意見を持った方がおら
れますので，その人たちも含めて，多くの人が納得
する体制で検査を実施していくことが重要であると
思っており，そのようなコンセンサスを形成するた
めに公開シンポジウムなどに積極的に参加し，説明
しています．
◯質問　いろんな側面が難しい問題…．
◯関沢　非常に難しいです．実際には社会的コンセ
ンサスを得ることは難しい課題であると思っていま
す．
◯質問　ありがとうございます．
◯宮崎　他はございませんか．先日，私，NHKの
ドラマ 10 で『デザイナーベイビー』という番組を
一所懸命見てましたけど，ロケーションではここら
辺の風景もいっぱい出てきました．
◯関沢　はい，そうですね．
◯宮崎　先生，監修をされたのですか．
◯関沢　あれは，岡井先生が原作で，監修自体も岡
井先生自身がされています．
◯宮崎　先生，ちょっと出てくるかなと思ったけ
ど．出られなかったですね．残念でしたね．他はよ
ろしいでしょうか．そうしますと，私，お話伺って
感じますことは，日本全体が，特に若い女性は妊娠
出産に対する考え方，まあ，女性の社会進出は大い
に結構ですけども，と同時に，やっぱり高校生とか
そういう女の子に対する，妊娠出産に対する教育と
いうのが，非常に今後大事なってくると思います
が，そこら辺は先生，どうですか．
◯関沢　はい，その通りです．遺伝のことについて
も，妊娠出産のことについても学校教育しかないと
思います．そういう話を文科省に持って行くと，性
教育はダメですと受け入れてくれません．学校時代
にダウン症のことも学ばないですし，染色体異常の
ことについても，学んでない．異常のことになる
と，教育では植物の話で逃げています．学校教育を
変えていくことが大事だと思います．
◯宮崎　是非，これからも戦い続けて，日本の医療
の発展にご尽力いただきたいと思います．本日はど
うもありがとうございました．
◯関沢　どうもありがとうございました．
◯司会　それでは，座長の宮崎先生から関沢先生に
記念の盾を贈呈いたします．
